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奄美大島中部方言のアクセント体系･再考
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Abstract
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Ｏ、はじめに

０－１筆者は，下記の諸稿において，琉球諸方言の大部分がいわゆるく、型アクセント方

言＞であることを明らかにしてきた。本稿では，１）従来の調査結果をもとに考察の対象外

としてきた諸方言＝いわゆる無アクセント方言,)＝中にも，実はその様に見なすべきものが

有り，２）同様のものは以後の再検討によってほかにも少なからず見出だされる可能性が有

ること，等を明らかにしたいと思う2)。

Ｌ徳之島の方言(1岸伊仙町目手久方言の実態一(｢鹿児島大学文科報告」１７．１９８１）

２．徳之島の方言(2)一天城町松原方言の実態一(｢鹿児島大学文科報告」１８．１９８２）

ａ徳之島の方言(3)一徳之島町亀徳方言の実態一(｢鹿児島大学文科報告」１９．１９８３）

４．琉球先島方言のアクセント体系・再考（｢鹿児島大学南方海域研究センター紀要」４

の１．１９８３）

５．沖縄今帰仁方言のアクセント体系（｢文献探究」１４．１９８４）

６．今帰仁方言のアクセント体系・追考（｢沖縄文化研究」１１．１９８５）

０－２なお，考察に当って，以下の論考を参照した。
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①服部四郎．上村幸雄．徳川宗賢『奄美一自然と文化』論文篇（1959）

②金田一春彦「アクセントから見た琉球諸方言の系統」（｢東京外国語大学論集」

③平山輝男・中本正智『琉球与那国方言の研究』（1964）

④平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球方言の総合的研究』（1966）

⑤〃『琉球先島方言の総合的研究』（1967）

⑥柴田武監修『全国方言資料10～１１・琉球編Ｉ～II」（1972）

⑦柴田武細『奄美大島のことば－分布から歴史へ－』（1984）

１．奄美大島中部方言のくアクセント＞3）

1０３

１９６０）

１－１０－１．１）の例として，奄美大島中部方言＝鹿児島県大島郡大和村・住用村の方

言＝を挙げることができる。該方言については，従来，次のような見方が示されていた。

論考①：大和村戸円方言・住用村石原方言等をく一型アクセントの方言＞＝私に云う無

アクセント方言のことか＝とする4)。

論考④：＜ほとんどの集落が１型で，…型の区別が無い。…そして多くはいわゆる崩壊

アクセントで，アクセント基のないものである。この点，笠利町の喜瀬方言な

ど(統合１型）と異なる。型の区別を持つ方言は大和村では今里・志戸勘両方言

言だけであり，住用村では青久方言だけである。今里は宇検村と，青久は瀬戸

内町（とくに節子集落）と境する集落であって，方言もそれぞれの感化を受け

ている｡＞（筆者注。志戸勘は今里に隣接する集落｡）

論考⑦：大和村大金久・大和浜・恩勝・津名久・国直，住用村市・中役勝・下役勝・見

里・川内・城・和瀬等の方言については，＜いわゆる「無アクセント」ではな

く，助詞などをつければアクセントによって語を区別できる可能性がある＞と

し，その他の方言については，＜｢無アクセント」である可能性が強い＞とする。

即ち，ほとんどの集落の方言を無アクセント方言とする見方が長きに亘って行なわれてお

り，ごく最近になって，そのうちのいくつかはそうでない（多型アクセント方言である？）

とする見方が出てきたわけである。

筆者は，該方言を多型アクセント方言とは考えないが，型の認識そのものは存するものと

考える。以下，実地調査の結果に基づき，そのことを明らかにしてみたいと思う。

１－２大和村方言のくアクセント＞は，例えば次のようである（恩勝方言の例5))。

【名詞十主格助詞ヌの～】

●～●し（⑨傍）

子〔k?ｗａ〕

血〔tI?i〕

戸〔ｔｕ〕

名〔､a雨〕

葉〔Fa〕

木〔kY〕

１

手〔tl〕

目〔ｍｉ〕

湯〔ju〕

歯〔ha〕

〔Fa〕古

川〔kov〕

蝿〔hｗｅ〕

２

３

馬〔?ｍa〕

おまえ〔?ja･〕

乳〔tI?i〕

前〔ｍ色〕

身〔ｄｕ〕

●●（③●）～●○ｐ

飴〔,aml〕



lＯ４

蟻〔?ami〕

牛〔?uIi〕

甥〔wui〕

風〔kaz旬

釘〔k?u9i〕

酒〔Sehe〕

底〔suku〕

袖〔sudY〕

竹〔dehe〕

爪〔tsYmY〕

鳥〔turi〕

箱〔haku〕

蜂〔hatIi〕

鼻〔hana〕

髭〔hi9Y〕

へそ〔FUSU〕

星〔FUIi〕

水〔mYdzY〕

道〔mitIi〕

虫〔muIi〕

桃〔ｍｏｍｏ〕

嫁〔jumi〕

石〔?iIi〕

歌〔?Ota〕

音〔?utu〕

紙〔kabi〕

旅〔tabi〕

旗〔hata〕

肘〔hid3i〕

胸〔ｍuni〕

冬〔FUjU〕

村〔mura〕

夏〔natsY〕

網〔?ami〕

池〔?iki〕

犬〔?ｉＮ〕

腕，〔?udY〕

色〔，iro～?iru〕
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１

２

親〔?uja〕古

〔?oja〕

顔〔tsira〕

神〔kami〕

瓶〔kami〕

草〔kusa〕

櫛，〔kuIi〕

靴〔kutsu〕

雲〔k?umo〕

米〔kumY〕

島〔Ｉｉｍａ〕

月〔tSYki〕

綱〔tsma〕

時〔tukki〕

年〔tuIi〕

波〔nami〕

墓〔haka〕

花〔hana〕

豆〔ｍａｍｉ〕

耳〔ｍｉＮ〕

物〔ｍｕＮ〕

山〔jama〕

夢〔?imi〕

綿〔wata〕

姪〔mYi軍〕

跡〔?ato〕

息〔?iki〕

板〔?ita〕

糸〔?ito～?itu〕

〔?itIu〕

臼，〔?usY〕

海〔?umi〕

数〔kadzi〕

肩〔kata〕×

汁〔Iiru〕

隅〔slmi〕

側〔soba〕

種〔tanY〕

中〔naha〕

針〔hari〕

舟〔FunY〕

松，〔matsY〕

帯，〔wobi〕（広）

秋〔?aki〕

汗〔?asY〕

雨〔?amY〕

陰〔ka9Y〕

声〔kui〕

鶴，〔tsYru〕

鍋〔nabli〕

春〔haru〕

眉〔maju〕

婿〔muhu〕

腿〔ｍｏｍｏ〕

脚〔ha9i〕

姉，〔trex〕

おじ〔wud3i〕

斧，〔ｗｕＮ〕（大）

〔juki〕（手斧）

ごみ〔9umi〕

塩〔maIu〕

舌〔siba〕

尻，〔mari〕

煤〔sisY〕

父〔?ad3a〕×

〔tvaN〕×

〔d3ux〕×

土〔mitIa〕

妻〔tud3i〕

泥〔doro～duru〕

腹〔wata〕

孫〔?ｍa･9a〕

夜〔juru〕

すもう〔slimo〕

明日〔?atIa〕

かんな〔kana〕

５

形

４



左〔hid3ari〕×

薬〔kusuri〕×

鯨〔k?ud3ira〕

垢〔Fi9oro〕

あご〔?oto91〕

兄〔jammI〕

〔jaNk?ｗa〕

姉２〔trekk?ｗa〕

〔?a9oz〕

〔bappaN〕×

井戸〔tsYtsl9o『〕×

〔jegawa〕

臼２〔hikjusn

腕２〔k§Xnja〕×
斧２〔ｗｕＮＵｗａ〕（小）

おば〔bakkg〕

帯２〔k?juxbi〕（細）×

櫛２〔sabaki〕

鍬，〔tox91〕

尻２〔bukka〕

祖父〔FUMUx〕

祖母〔haNne'〕×

杖〔goIaN〕
卜

肉〔InaIiIi〕×

虹〔nox9i〕

庭〔ｊａｍｍ旬×

喉〔nYdui〕×

箸〔tfmutu〕

母〔?ａｍｍａ〕

膝〔tsYbuIi〕

紐〔9inori〕×

〔jixro〕×

松２〔matsl9Y〕

右〔nigiri〕×

指〔jixbY〕

あくび〔?akubi〕×

頭〔kamatIi〕

〔tIiburu〕（下）

１０５

男〔jiNUa〕

大人〔FUttIU〕

女〔wuna9u〕

蛙〔bikki〕

瞳２〔kazdo〕

蔓〔kadzura〕

からす〔garasl〕×

煙〔kYbuIi〕

子供〔warabi〕

姉妹〔wonari〕

〔wunari〕古

たばこ〔tabaku〕

額〔mlttIu〕

ほうき〔hoxki〕

兄弟〔jeheri〕

弟妹〔pututu〕

天井〔trNd3o〕

腫物〔nlbutu〕

老人，〔wYttIu〕

あなたたち〔naxkja〕

おまえたち〔?jaxkja〕

このあいだ〔koneda〕

昨日〔k?inu〕

涙〔nada〕

畑〔hate〕

あなた〔naN〕

夫〔wutu〕

睦，〔?ado〕

着物〔k?ｉＮ〕

砂糖〔sata〕

わたし〔ｗａＮ〕

兄姉〔s色dza〕

太陽〔tfda〕

わたしたち〔wakja〕

●○●～●○○陰

形〔katatIi〕

鎖〔k?usari〕

印〔IiruIi〕×

初め〔had3im色〕

よだれ〔judari〕

踊り〔wuduri〕

鏡〔ka9aN〕×

言葉〔kutuba〕

〔jumYta〕

光〔hikjari〕

〔hapari〕

はさみ〔hasaN〕×

しらが〔Iira9a〕

助け〔tasukY〕

頼み〔taNmi〕

俵〔toxra〕

流れ〔na9arl〕

いとこ〔?itoko〕

命〔?puxtIi〕

枕〔makura〕・

油〔?abura〕

ねずみ〔nldzfN〕×

はだし〔hadaIi〕

みみず〔mlmIdzD

裸〔hadaka〕

頭
命
兜

命
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兎

由]
ノし

形

●○○●～●○○○レ

岩〔FUXiIi〕

髪〔kaIira91〕

牡牛，〔kutiuIi〕×

〔wuxuIi〕×

子指〔k?wajibi,〕
椿〔kaNtaIi〕

手のひら〔tfNhira〕

中指〔nahajibY〕

輝〔9itohobi〕×

老人２〔tuIikjata〕

●○○○●～●○○○○惨

姉３〔?aIIekk?ｗa〕

鍬２〔toztIimuN〕

鶴２〔tslrunuturi〕

〔tslNnuturi〕

頭
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牡牛２〔jiNOauIi〕× 娘〔wlma9uNk?ｗa〕薬指〔kusurijibY〕
－１

雀〔jumuNduri〕若者〔ｗａ扇ｓａＮｍｕＮ〕人差指〔tIu職saIijibl〕
－｜

息子〔jiNUanuk?ｗa〕親指〔?ojajiwbl〕
－１

※上言己語例中×印を付したものは，単独では平板に発音されることが有る。また，傍線を付

したものは，単独ではその部分・高に発音されることも有る。

【名詞十他の付属語。付属形式の～】

ex・道〔mitIi〕～：に（於）○○ｎａＮ，で○○ｎａＮｔ１，は○○ｊａ，と（and）○○tu’

か（or）○○garo，や○○Nkja’か（？）○○、a・・○○ｋａｉ，と（～思うetc.）○

○ｔＩｉ’だ○○d3a，だぞ○○doｘ・○○d3akka’だよ○○ｄｏｘ（口調やわらかく）,で

す○○darjoddo・’だろう○○daro”，らしい○○nlIiIuxri，から○○hira’だけ○○

ｂ谷ｒｉ，さえ○○jatIuN・○○jatIumma，なんか○○Nkja’ぐらい○○kja9adl、○○

jatIumma，ばかり○○ｂ色vri，より（比較）○○ｊｏｍｍａＮ，ほど○○ｊｏｍｍａＮ、○○

Nsaz・○○Nsax9adl・○○ｋusａ

※道のほか，山〔jama〕・海〔?umi〕・川〔ko･〕／血〔tri〕・葉〔Fa〕・目〔ｍｎ．鼻

〔hana〕・花〔hana〕・耳〔ｍｉＮ〕・舟〔fu㎡〕・洲〔nabi〕・東〔?a9ar色〕・腫物〔mbutu、

について調査。各々のくアクセント＞は，２音節語では上記と同様，１音節語では上記例

の第２音節を除いたかたち，３音節語では上記例の第２音節の後にｌ音節（低）を加えた

かたち，になる。

【動詞十付属語・付属形式の～】

ex,行く？ik-：行く。Pikjuri・?ikjuN，行った?id3a(Ｎ）.?id3i，行って?id3i，行く～?ikjuN，

行くか？ikjuNJ1a，行くよ（口調やわらか〈）?ikjutto，行くぞ?ikjutto，行きます?ikjotto
－－１－）

．?ikjoori，行きたい?ikitIasa(ri)，行くだろうつikju雨roxja・?ikjarjo篇ri，行ける（状況可

能）？ikjarjuri，行ける（能力可能）？ikikiljuri，行くのかﾌikjuNkai，行くらしい?iku

（?ikjuN)?amb色，行きそうだ?ikitIa9Isa・?ikiniIiIuxri，行くそうだ?ikjuNtIidox，行かせ

る？ikjasuN，行かれる，ikjarjuri，行かない?ikjaN，行け?iki，行くから？ikjuNkanaN，

行くのに?ikjuNJ1a，行くなら？iklba，行くまで?ikju9adi行くより？ikjuNjomma，行っ

ては?id3ija，行くだけ?ikjuNbuN，行きながら?ikja9atIana・？ikjagatIina，行くが?ikju-

mbaN，行きも？ikiN

※行くのほか，書く〔kakjuri…〕／着る〔k?iruri…〕・見る〔mjuri…〕．浴びる〔?amYruri…〕

．起きる〔hwrruri…〕・蹴る〔klruri…〕．入れる〔?irlruri…〕．受ける〔?ukiruri…〕

、為る〔Iuri…〕・来る〔k?uri…〕、死ぬ〔Iinuri…〕、居る〔wuri〕．有る〔?ari…〕につ

いて調査。各々のくアクセント＞は，シラビームを分節単位として○○・○○○・○○○

○・○○○○○・・・の如くである。

【形容詞十付属語・付属形式の～】

ex．高いtahasa-：高い。tal1asa，tahasari，高かったtahasata（Ｎ）。tahasatf，高くて

tahasati，高いかtahasaNna，高いよ（口調やわらか〈）tahasatto，高いぞtahasatto，

高いで､すtahasarjotto，高かろうtahasaroJa制，高いらしいtahasa?ｍb色d3a，高いそうだ

tahasa?ｍb色d3a、tahasatIidox，高くないtahasaneN，高いからtahasaNkanaN，高いな



瓶〔kaml〕

草〔kusa〕

櫛，〔kuIi〕

靴〔kutsu〕

雲〔k?umo〕

米〔ｋｕｍｎ

島〔Iima〕

月〔tsYki〕

綱〔tslna〕

時〔tukki〕

年〔tuIi〕

波〔nami〕

墓〔haka〕

花〔hana〕

豆〔ｍａｍｉ〕

耳〔ｍｉＮ〕

物〔ｍｕＮ〕

山〔jama〕

夢〔?ｉｍＤ

綿〔wata〕

姪〔mli〕

跡〔?ato〕

息〔?iki〕

板〔?ita〕

糸〔?ito〕

臼，〔?usl〕

海〔?umi〕

数〔kadzl〕

肩〔kata〕

汁〔Iiru〕

隅〔sfmi）

1０７

らtahasarlba，高いよりtahasajomma，高いだけtahasa副iko，高いがtahasambaN，高

い～ｔａＩ１ａｓａＮ

※高いのほか，赤い〔haxsari…〕／良い〔jittIari…〕．重い〔wubusari…〕．長い〔na9a-

sari…〕．遠い〔tuxsari…〕．近い〔trikjasari…〕について調査。各々のくアクセント＞

Ｉま，動詞の場合と同様。

ｌ－３住用村方言のくアクセント＞は，例えば次のようである（西仲間方言の例6)）。

【名詞十主格助詞ヌの～】

１
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烏〔turi〕

箱〔haku〕

峰〔hatIi〕

鼻〔hana〕

影〔higi〕

へそ〔FUSU〕

星〔FUIi〕

水〔mldzI〕

道〔mitIi〕

虫〔muIi〕

桃〔ｍｏｍｏ〕

嫁〔jumf〕

石〔?iIi〕

歌〔?uta〕

音〔?utu〕

紙〔kabi〕

旅〔tabi〕

旗〔hata〕

肘〔hid3i〕

胸〔ｍuni〕

冬〔FUjU〕

村〔mura〕

夏〔natsf〕

網〔?ami〕

池〔?iki〕

犬〔?iＮ〕

腕，〔?udl〕

色〔?iru〕

親〔?uja〕

顔〔tslra〕

神〔kami〕

●～●ｐ

子〔k?ｗａ〕

血〔tVi〕

名〔､a繭〕

葉〔Fa〕

木〔kl．〕

手〔tY〕

目〔ｍｒ〕

湯〔ju〕

歯〔ha〕

川〔ko雨〕

蝿〔ｈｗ色〕

馬〔?ｍa〕

乳〔tri，〕

前〔ｍｅ〕

身〔ｄｕ〕

●○～●○じ

飴〔?amf〕

蟻〔?ami〕

牛〔?uIi〕

甥〔wui〕

風〔kadzl〕

釘〔k?u9i〕

口〔k?utIi〕

首〔k?ubi〕

腰〔kuIi〕

酒〔Sehe〕

底〔suku〕

袖〔sudI〕

竹〔dehe〕

爪〔tsImY〕

３

２
３

１

ワ



'０８

側〔suba〕

穂〔tani〕

中〔naha〕

針〔hari〕

舟〔F、〕

帯，〔wubi〕（広）

秋〔?aki〕

汗〔?asY〕

雨〔?amY〕

陰〔ka9a

声〔kui〕

鶴，〔tsYru〕

鍋〔nabY〕

春〔haru〕

眉〔maju〕

婿〔ｍＯｈＯ〕

腿〔ｍｏｍｏ〕

戸〔jado〕

脚〔ha9i〕

おじ〔wud3i〕

斧，〔ｗｕＮ〕（大）

〔juki〕（手斧）

おば〔wuba〕

帯２〔kﾌjubi〕（細）

ごみ〔ｇｕｍi〕

塩〔maIu〕

舌〔sYba〕

尻〔mari〕

煤〔sYsY〕

父〔d3uX〕

土〔mitIa〕

妻〔tud3i〕

泥〔doro～duru〕

腹〔wata〕

紐〔ji･rjo〕

孫〔?ma9a〕

指〔jibY〕

夜〔juru〕

崎村：奄美大島中部方言のアクセント体系・再考

４

５

あなた〔naN〕

夫〔wutu〕

おまえ〔?ura〕

瞳〔?ado〕

着物〔k?ｉＮ〕

すもう〔sYmo〕形

昨日〔k?inu〕頭

明日〔?atIa〕

かんな〔kana〕

涙〔nada〕 命

蛙〔biki〕

砂糖〔sata〕

わたし〔ｗａＮ〕

太陽〔tlda〕

兄姉〔sYdza〕

あなたたち〔nakja〕

わたしたち〔wakja〕

●○○～●○○ｂ

形〔katatIi〕

鎖〔kusari〕

印〔IiruIi〕

初め〔had3im旬

よだれ〔judari〕

踊り〔wuduri〕形

鏡〔ka9ami〕

言葉，〔kutuba〕

光，〔hikjari〕

はさみ〔hasaN〕

しらが〔Iira9Y〕

助け〔tasukY〕

頼み〔tammi〕

俵〔toxra〕

流れ〔na9arY〕頭

いとこ〔?itoko〕

命〔?inutIi〕

枕〔makura〕

油〔?abura〕命

ねずみ〔nYdzYN〕

(小）

はだし〔hadaIi〕

みみず〔mYmYdzY〕

裸〔hadaha〕

左〔hid3ari〕

薬〔kusuri〕

鯨〔gud3ira〕

畑〔hatex〕

垢〔higoro〕

あご〔?utu9Y〕

兄〔jakumY〕

井戸〔ji9awa〕

臼２〔hikjusY〕

腕２〔蛇xJ1a〕

斧２〔ｗｕＮＯｗａ〕（

櫛２〔sabaki〕

鍬，〔tox91〕

杖〔guIaN〕

肉〔maIiIi〕

虹〔noxgi〕

底〔ｊａｍｍｇ〕

喉〔nYdui〕

箸〔tYmutu〕

母〔?ａｍｍａ〕

膝〔tsYbuIi〕

松〔matsli9Y〕

右〔ni9iri〕

あくび〔?akubi〕

頭〔kamatIi〕

〔tsiburu〕（下）

男〔jiNUa〕

大人〔WUFUtIU〕

女〔wuna9u〕

蔓〔kadzira〕

からす〔garasl〕

煙〔kYbuIi〕

言葉２〔jumYta〕

子供〔warabY〕

姉妹〔wunari〕

兎

兜
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たばこ〔tabaku〕

椿〔kataIi〕

額〔mIttIu〕

ほうき〔hoxki〕

兄弟〔jeheri〕

弟妹〔?ututu〕

天井〔tYNd3o雷〕

腫物〔nlbutu〕

老人，〔wittIu'〕

おまえたち〔?urakja〕

このあいだ〔koneda〕

●○○○～●○○○じ

姉〔?aIekk?ｗａ〕

髪〔kaIira91〕

祖父〔wuxIux〕

祖母〔haNJ1ex〕

牡牛，〔kutluIi〕

〔wuxuIi〕

言葉３〔ｍｕＮ?iX〕

子指〔k'wa瀞jibn

光２〔?aha9ari〕

手のひら〔tfwata〕

中指〔nahajibl〕

輝〔Iitohobi〕

老人２〔tuIikata〕

●○○○○～●○○○○Ｄ

鍬２〔toKtIimuN〕

鶴２〔tslrunuturi〕

雀〔jumuNduri〕

息子〔jiNUanuk?ｗa〕

娘〔wuna9uNk?ｗa〕

親指〔?ujajixbl〕

若者〔ｗａ･ｓａＮｍｕＮ〕

薬指〔kusurijibn

人差指〔tI?u､saIijibl〕

●○○○○○～

●○○○○○Ｐ

岩〔daibaNiIi〕

※各語とも，丁寧に語形を示そうとする時は，平板に発音される傾向が有る。また，傍線を

付したものは，単独ではその部分・高に発音されることも有る。

【名詞十他の付属語・付属形式の～】

ex・道〔mitIi〕～：に（於）○○ｎａＮ，で○○ｎａＮｔｆ’は○○ja，と（and）○○ｔu’

か（or)○○ｇａｒｏ，や○○Ｎ，か（？）○○、a，．○○kai，と（～思うetc.）○○tIi’

だ○○ｄｏ，だぞ○○ｄｏ：’だよ○○ｄｏｘ（口調やわらか〈），です○○darjoddo’だろ

う○○daro，らしい○○㎡IiIu縮ｒｉ，から○○hira’だけ○○ｂさridu，さえ○○（ja）

ＮＩｕｍｍａ，なんか○○Ｎｋｊａ・○○９adija’ぐらい○○ｇｕｒｇ，ばかり○○ｂ谷ｒｉ，より

（比較）○○ｊｏｍｍａ’ほど○○ｊｏｍｍａ・○○NIiko’こそ○○ｄｕ・○○ｋusａ

※道のほか，山〔jama〕・海〔?umi〕・川〔ko雨〕／血〔tVi〕・葉〔Fa〕・目〔、i〕・鼻〔hana〕

・花〔hana〕・耳〔ｍｉＮ〕・舟〔Fum〕・鍋〔nabY〕・東〔?a9ar色〕・腫物〔mbutu〕につい

て調査。各々のくアクセント＞は，２音節語では上記と同様，ｌ音節語では上記例の第２

音節を除いたかたち，３音節語では上記例の第２音節の後に１音節（低）を加えたかたち，

になる。

【動詞十付属語。付属形式の～】

ex、行く？ik-：行く。?ikjuri．?ikjuN,行った?id3aN・?id3i，行って?id3i，行く～?ikjuN，

行くか?ikjuNnja，行くよ（口調やわらか〈）?ikjutto，行くぞ?ikjutto，行きます?ikjotto，

行きたい?ikitIasa，行くだろう？ikjuNdaro．，行ける（状況可能）？ikjarfN，行ける（能

力可能）？ikikirjuN，行くのか?ikjuNkai，行くらしい?ikjuN?amb色，行きそうだ？ikit-

Ia9fsa・?ikiNnlIiIuxri，行くそうだ?ikjuNtIidox，行かせる？ikjasuN，行かれる？ikjarjuri，

行かない?ikjaN，行け?iki，行くから？ikjuNkanaN，行くのに？ikjuNtukiNna，行く

なら？ikibaja，行くまで?ikjuNgadY，行くより？ikjuNjomma，行っては?id3aNkarirja，

行くだけ?ikjuNdaki，行きながら？ikjuNtsYro・？ikjagatIina，行くが?ikjumbaN，行こ

うともつikjoxtIiN
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※行くのほか，書く〔kakjuri…〕／着る〔k?irjuri…〕・見る〔mirjuri…〕．浴びる〔?ａｍｌ－

・ruri…〕．起きる〔?uhYruri…〕・蹴る〔kIrjuri…〕．入れる〔?irIruri…〕．受ける〔?uki-

ruri…〕・為る〔Iuri…〕・来る〔kjuri…〕、死ぬ〔Imuri…〕・居る〔wuri〕．有る〔?ari…〕

について調査。各々のくアクセント＞は，モーラを分節単位として○○・○○○・○○○

○・○○○○○…の如くである。

【形容詞十付属語・付属形式の～】

ex．高いtahasa-：高い。tahasaN・tahasari，高かったtahasa雨ta(Ｎ）．tahasa、ｔＩ，高く

てtahasa恒，高いかtahasaNkai，高いよ（口調やわらか〈）tahasa雨tto，高いぞtaha-

saﾏtto，高いですtahasa噸Ijotto，高かろうtahasavro｡，高いらしいtahasaNroIa・ｔａｈａ－

ｓａＮ?amb色do，高いそうだtahasaN?amb色・tahasaNtIidox，高くないtahasaneN，高い

からtahasaNkanaN，高いならtahasarlba，高いよりtahasaNjomma，高いだけtaha-

saNIiko，高いがtahasambaN，高い～tahasaN

※高いのほか，赤い〔?ahasari…〕／良い〔jittIari…〕．重い〔wubusari…〕．長い〔nagasa-

ri…〕．遠い〔tuxsari…〕．近い〔trikjasari…〕について調査。各々 のくアクセント＞は，

動詞の場合と同様。

１－４１－２．３より次のように云うことができる。

ｌ）大和村方言・住用村方言は，ともに「語句の長短に関わりなく１つのアクセント型が認

められるアクセント体系」を持つ方言，即ち１型アクセントの方言である。

ａ・大和村方言のアクセント体系を律する規定は，語句の第１音節と末尾音節高（音節

：体言についてはモーラ，用言についてはシラビーム)。

ｂ・住用村方言のアクセント体系を律する規定は，語句の第１モーラ高。

で､ある。

２）両方言とも，話者が丁寧に語句形を示そうとする場合，アクセント型が平板になる傾向

が有る（特に，後者についてその傾向顕著)。

３）前者は，話者が緊張して語句形を示そうとする場合，「第２音節高」ないし「第２音節

高。第３音節だらだらと下降気味」のアクセントを採ることが有る。

なお，若干の事実を補足すれば，次の通りである。
ナオン ヤンマ

４）大和村名音方言・住用村山間方言等は，「語句の末尾シラビーム高」と規定されるアク

セント体系を持っているようである。

５）住用村方言（特に同村東部のそれ）は，文アクセントに関して「文頭高。文末語句だら

だらと上昇気味」となりがちの性格を持っており，結果として，かなり無アクセントに

近い印象を与えることとなっている。

※ｌ）４）の事実については，通時論（系譜論）的観点から次のように云うことができる。

即ち，各方言アクセントは，下記の如き系譜関係を持つ7)。

名音・山間式思勝式西仲間式

IIIIIIⅣＶ○●～○○し→●●～●○し→●○～●○ｐ

（割職!)(､●）
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２．同様に見なおすべき例

アラグスク

２－１０－１，２）の例として，沖縄県八重山郡竹富町新城方言を挙げることができる。

前掲論考⑤には，同方言について下記の記述が見られるが，これを筆者の観点から分析すれ

ば，次のような体系規定を持つ１型アクセント方言と見ることができる。即ち，基本的に｢第

１モーラ・末尾モーラを除くモーラ高。第２モーラが非鼻音成節子音（促音）である場合，

第１・第２・末尾モーラを除くモーラ高｣。

アクセントは崩壊一型のアクセントである。つまり，かつてのアクセントの型が暖昧アク

セント化して，崩れてしまい，型の区別を失ったものであるから，一定の型がなく，型知覚

がない。・・・

まず…壮年，青年層では，おちついたもっとも自然な発話では第２拍めからやや高めに脹

らみを感じる程度（これを◎で示す）に発音して，末尾の息の切れめに当たる拍が弱く低

いのが普通である。すなわち次に示す通りである。

pana,pananUtaXSaD（鼻，～が高い）Ｐana,ＰａｎａｎＵＳａｋｉｂＵｒＵＤＯＯ ＯＯ
ＯＯ ＯＯ Ｏ

ｐａｓ１,p9slnunexnu（橋・箸，～がない）（花，～が咲いている）○

?usl,？usYnuburuD（牛，～がいる）？usI,？usYnu？axruD（臼，～がある）

kix,ｋｉｍｕｍｕｉＤ（毛．木，～が生える）tsfx,tsTmundiburuD（血，～が出ている）

puI,puxnundaruD（帆，～が見える）pux,puxnundiburuD（穂，～が出ている）

ku9ani,ku9aninu？axruD（黄金，～がある）tsfkara,tsikaranuPazruD（力，～がある）O

kaxra,kaxranu？axruD（川・瓦，～がある）９arasl,garasrnuburuD（烏，～がいる）
O

mussu,mussunu？axruD（廷，～がある）maffa,maFFanunexnu（枕，～がない）

?uxnaD,？umannuburuD（鰻，～がいる）bi9iduD,bi9idunnuburuD（男，～がいる）

mixduD,mixdunnuburuD（女，～がいる）kaU9aD,kaU9annu？aruD（鏡，～がある）
maFuD,maclDburuD,butaru（居る，居った）

（巻く・蒔く，巻いた・蒔いた）？axruD,？axtaru（有る，有った）
?attsazD，'attSaxru？ita，？attSaxruita 7attSaxD，？attSaxrupinitSY，？attsaxruPinitsl

OOＯ ｏＯｏ

（厚い，～板）（暑い，～日）

?aSaSaxD,？asaitux（浅い，～海）taxSaxD,taxsaxruJama,taxsaxru]ａｍａ

（高い，～山）

以上の例を図示すると次のようになる。

○◎○．Ｐ

○．○○。◎、

○。◎○○。◎◎p

○。◎。○○。◎。◎Ｐ

ところがまた，同じ話者が２拍語をｐａｎａ（鼻・花）ｐａｓｆ（橋・箸）……のように第１拍を
ＯＯ ＯＯ

やや高めに（◎○）発音することもあ})，第２拍が特殊な音環境である３拍語をmaFFa(枕）
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mussu（廷）のように頭高（◎。○）に発音したりして，必ずしも一定した形式を維持しな

い。また４拍以上の語で，たとえばbi9iduD（男）mixduD（女）……などのように，第２拍

だけを高くして，他の柏が低くなることもしばしば現われる現象である。これに関連してた

とえばpananutaxsanu（鼻が高い）･･････のように，文が一息に発音されて一種の派生節を作
○○

るときは，第２拍だけが高く，他のtaxsanuの脹らみは消えて低くなることもよく見られる

現象である。･･･…話者が，おちついた，平静な場合の発音では，前記の○◎または◎○，

○．○，○。◎○，○。◎◎○･･･…のような相がもっとも多く現われるから，自然な発話で

は平板的な聴覚印象を受けるものである。

以上は40歳以下の壮年・青年層の発音に共通な特徴をあげて説明したのであるが，高年層

の発音にもほとんど共通である。
イラプ

２－２このほか，沖縄県宮古淵M伊良部村西部の諸方言についても再検討の余地が有る。同

方言がｌ型アクセント方言であると確認されれば，「少なくとも現在のところ，琉球諸方言

中には明確に無アクセント方言と見なされるものは無い」ことになる。

３．まとめ

①琉球諸方言の中に在って，従来無アクセント方言と見なされてきた諸方言の多く＝鹿児島

県大島郡大和村・住用村の諸方言，沖縄県八重山郡竹富町新城方言等＝は，ｌ型アクセン

トの方言である。

②同様の例はほかにも見出だされる可能性が有り，現在のところ，琉球諸方言中に明確に無

アクセント方言と見なし得るものが有るか否か，なお検討を要する。

③①②より，琉球諸方言のほとんどはく、型アクセント方言＞である，と云うことができる。

【注】

ｌ「示差的機能または統語的機能を持つ高低・強弱・長短等の体系を具えない方言」を私

に云う（但し，＜無アクセント＞の用語そのものは，既に国立国語研究所糊『共通語化の

過程』（1965）ほかの諸書に用いられている)。

２この場合，沖縄県島尻郡南大東村方言は，＜1900年初めて大東島に入植した八丈島の人々

の言語が土台になっている＞ものとして考察から除外する。

３「音調」ないし「複音節語声調」と称するのが適当と考えるが，しばらく慣用に従う。以

下同様。

４同論考の筆者は，後にそれら諸方言を明確に無アクセント方言とする見方が出ても，異論

を鴫えられなかったようである。

５話者は，在住の森源吾氏（64歳）ほか（森氏は，奄美大島で長らく小中学校の教員を勤め

られた方で，沖縄本島・喜界島等に10年ほどの在外歴有り）。

６話者は，在住の山名重義氏（81歳。成人後，大阪で30余年暮らしておられた方であるが，

記憶・発音等甚だ明確で話者として申し分無い。＜鳥口大会＞での優勝維験有り）。

７名音・山間式よりもさらに古い様相については，不明と云わざるを得ない（屋鈍系・名瀬

系，いずれの系の式からも派生し得る)。



Ｍｅｍ､KalgoshimaUniv,Res・CenterS・Pac.，Ｖｏｌ､６，Ｎｏ．１，１９８５ 1１３

【付記】

筆者は，この数年，琉球大学沖縄言語研究センターの一員として各地の調査に参加させて

頂いた。その折々に得た知見は，本稿を成すに際しても大きな力となった。ここに記して先

学・知友の諸氏に感謝の意を表するとともに，筆者なりの見方に御批正を請う次第である。

(1985年５月１４日受付）


